












































録数は世界で 47 件を数え、うち日本が 27 件
と過半数を占める。日本における灌漑施設が
持続性を維持できる安定的な環境にあったこ








件、2015 年には上江用水（新潟）など 4 件、
2016 年には安積疎水（福島）、満濃池（香川）























































































































































































































　1 冊目は、昭和 13 年（1938）に刊行された『大














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の洪水頻度は 1600 年代は 15 回を数え、1500


































































































































































































































































































































らの延長部分 600 間の開削を当時の井組 24
カ村が 2 度ずつ人夫を負担して行った。総工






































































































































1700 両 うち（1000 両松原用水井組 24 ヶ村
　　　700 両吉田藩主より





























　また、用水管理は大村 4 村の 1 グループ














































































































昭和 7 年（1932）～9 年 松原用水改良事業
昭和 27 年（1952） 松原用水土地改良区 845 町歩
昭和 42 年（1967） 頭首工中央部決壊
牟呂松原用水の合口化
昭和 55 年（1980） 国営豊川総合用水事業















































































































（1） 英 語 で は ICID：International Commission on　

























賛会 117p ＋ 2p
（13）一宮村誌編纂委員会（1960）『一宮のほとり－
今昔の水利』同委員会刊 15p ～ 16p
一宮町誌編纂委員会（1976）『一宮町誌』、同委員会、









































































と地域像」（2017 年 12 月 2 日）を骨子としている。
その講演の最後に今後の松原用水の公開をめざし
て、次の諸点の提案を行った
①堤、水路、碑、寺社、文書、組織、景観などのデー
タベースづくりをベースに、②それらのマップづ
くり、それによるウォーキングコースなどの設定、
③そのための要地に説明板の設置、④案内人（ガ
イド）養成、⑤記念展示施設づくり、⑥国内外の
河川灌漑地域との交流活動をすすめる
　（以上）
史料 1．松原用水之義ェ付願書
（27）
